
「統計と確率の基礎」（服部哲弥著，学術図書）
第２版第２刷から第３刷への改訂事項一覧

2011.11

（以下，pはページ，�は行，−はページの下からの行数（脚注を除く）．ページ数等は第２版第２刷の
もの．間違いや説明不足以外にも，行数や本書の構成上の取捨選択による改訂を含む．）

p. 4 �. −4 「やベルヌーイ分布」　→　トル

索引も\index{べるぬーいしこう@ベルヌーイ試行，ベルヌーイ分布} 　→　\index{べるぬーいしこ

う@ベルヌーイ試行}

p. 5 �. 12 式 (1.2) 「P[ (s1, s2, · · · , sn) ] 」　→　「P[ {(s1, s2, · · · , sn)} ] 」

p. 5 �. −11 「表の回数 kの分布」　→　「表の回数 k 」

p. 5 �. −10 「P のもとでの Nn の値の分布を問題にする．この分布を Qn とおくと，k回表が出る確率

は」　→　「表の回数の分布 Qn は」

p. 5 �. −7 「である．」　→　「で与えられる．」

p. 6 �. 8 「Bn,pと書く．」の行と「細かくいうと，」の行の間に次の段落を追加　→　「2項分布のように
整数や実数（またはその部分集合）を全体集合とする確率を分布ともいう．（分布という言葉はもっと

広い意味に使うが，本書ではほとんど立ち入らない．）」

p. 16 �. 6 「窓口における一列並びと値の散らばりの目安である分散を例にとって」　→　「窓口におけ

る一列並びを例にとって」

p. 21 �. 2 「その定義を復習しておこう」　→　「その定義をまとめておく．」

p. 44 �. 1 章表題 「宮城県沖地震を逃れる確率」　→　「宮城県沖地震 2011年 3月以前」

p. 44 章表題への新規脚注 　→　「本章の第 2版第 2刷までの表題は「宮城県沖地震を逃れる確率」で
あったが，増刷の機会に改題した．章の内容は短い追記を加えた他は基本的に元のままとした．なお，

より詳しい追記を http://web.econ.keio.ac.jp/staff/hattori/eqne1103.htm に置いた．」

p. 44 �. 5 「適切な確率変数を用意し，標本における確率変数の値（確率変数は標本の集合である母集団
の上の関数であるから標本を与えると値が決まる）で母集団の性質の推定量とする点推定という方法

がある．」　→　「，適切な確率変数を用意し，標本における確率変数の値で母集団の性質の推定量と

する点推定という方法がある．（確率変数は標本の集合である母集団の上の関数なので，標本を与える

と値が決まる．）」

p. 45 �. −6 「勤務する」　→　「勤務していた」

p. 48 �. 7 「とすると，ある程度」　→　「したがって，特に，ある程度」

p. 48 �. −2 「2007/03/31, 2009/03/31, 2012/03/31 の各時点までに」　→　「2007/03/31 までに」

p. 48 �. −1 「（これらの日付はそれぞれ」　→　「（この日付は」

p. 49 �. 2 「卒業するとき，そのまま東北大学大学院 . . .修了するとき，である．）」　→　「卒業した日
である．）」

p. 49 �. 11 「および」　→　「および q(28.8) = 0.065となった．下表に，この値，および，データにお
ける中央値と四分位範囲に対応する，q(t) = 1

2 , 1
4 , 3

4 となる tをまとめた．」



p. 49 �. 14–15 表 表の最後の 2行を次の 3行で置き換える　→　「

2011/3/07 32.7 25%

2015/2/25 36.7 50%

2019/9/25 41.3 75%

」

p. 49 �. 16 「となった．」　→　 トル

p. 50 �. 14 §クイズの答え の前に以下の節を挿入 　→　「§追記：2011年 3月 11日．

2011年 3月 11日 日本標準時 14時 46分，三陸沖（北緯 38度東経 143度深さ約 25km）でM9.0の
東北地方太平洋沖地震が発生した．（詳しくは，たとえば http://www.jishin.go.jp/main/chousa/

major_act/index.htm#a20110311a を参照．）本章で扱った狭い意味の宮城県沖地震が想定する範囲

を遙かに越える連動を引き起こし，特に津波による被害が，世界一とも言われた備えもかなわぬほど

に，甚大だった．地震の範囲には本章の扱う宮城県沖地震を含むようだ．前掲の表を見ると，1978年
までの記録に基づく統計的な推量で累積確率が 25%から 75%の四分位範囲に入る．累積確率が 50%
の中央値に比べれば早く起きたが，時期だけをとらえれば予想された地震と言えるだろう．むろん，

規模，そして被害，については予想は失敗であった．紙数が限られるので，震災直後に書いたもう少し

詳しい追記はウェブ http://web.econ.keio.ac.jp/staff/hattori/eqne1103.htm に置いておく．

索引に以下を追加　→　

\index{ちゅうおうち@中央値}

\index{しぶんいはんい@四分位範囲} 」

p. 51 �. 1 「「ねずみ」と答えられた」　→　「「ねずみ」と答えた」

p. 53 �. 6 「統一的に定義できるし，その方がふつうの書き方だが，」　→　「統一的に定義できるが，」

p. 56 �. 7 定理 10 「独立確率変数列」　→　「独立同分布確率変数列」

p. 56 �. 10 定理 10 「また，4次モーメント条件が不等式で書かれているように，Xi たちは必ずしも同

分布である必要はない．」　→　「また，記述の簡単のためXiたちは同分布としたが，分布が各々異

なっても平均 0で 4次モーメントが有界ならば以下の証明が成り立つ．」

p. 79 図 23 　→　右の図をトル

p. 79 図 23のキャプション最後の文 「右図は 5年目に技術革新で母分布の分散が小さくなったためそれ
以降は 4年目までのデータを除いて 5年目から累積し直した場合の例．」　→　 トル

p. 79 �. −5 「(6.7)を帰納的に用いることで追試の蓄積によって年とともに定数の区間推定が改善する様
子のシミュレーション（第 13章参照）結果を図 23左に掲げた．」　→　「図 23は，追試の蓄積によっ
て定数の区間推定が改善する様子を (6.7)を帰納的に用いることでシミュレーション（第 13章参照）
した結果である．」

p. 79 �. −3 「一方，年とともに測定装置や実験方法の改善によって新しいデータの誤差が減ることがし

ばしば起こる．大きな改善ならば古いデータと合わせるのをやめて，蓄積をやり直すこともありえる．

図 23右はその例である．最終的には精度の改善のあった右図が推定の区間幅が狭いが，変わり目付
近はデータの蓄積を無駄にすることの影響がある．」　→　トル

p. 81 �. 5 「ほとんどの場合，図 23の左右図や図 24の左図のようになっている．（過去においてはまれに
図 24の右図のような例も」　→　「図 24の右図のような例は極めて少ない．（過去においてはまれに
そのような例も」



p. 88 �. 1 「たとえば，µ 」　→　「たとえば v 」

p. 91 �. −3 「wT Sω 」　→　「wT Sw 」

p. 92 �. −8 長い数式の 2行目右端 「exp
(
−φ(δ)

2v

)
」　→　「exp

(
−(n − 1)

φ(δ)
2v

)
」

p. 95 �. −4 補題 20 最後の式の中 「y dy 」　→　「|y| dy 」

p. 95 �. −2 「P[ X ≤ b

a
zY ] 」　→　「P[

aX

bY
≤ z ] 」

p. 95 �. −2 「
∫

ax≤bzy

」　→　「
∫

ax
by ≤z

」

p. 95 �. −1 「
∫

R

」　→　「
∫ ∞

−∞
」

p. 95 �. −1 「y dy 」　→　「|y| dy 」

p. 98 �. −5 「定理 19 から主張を得る．」　→　「第 7章 §3 の t分布の定義から主張を得る．」

p. 113 �. −8 「の平方根 Rを決定係数あるいは寄与率」　→　「を決定係数あるいは寄与率」

p. 113 �. −5 「決定係数は標本相関係数」　→　「決定係数の平方根 Rは標本相関係数」

p. 115 �. 5 「の平方根 Rを決定係数（寄与率）」　→　「を決定係数（寄与率）」

p. 116 �. 13 「（決定係数がきわめて 1に近い）」　→　「（標本相関係数，言い換えると決定係数，がき
わめて 1に近い）」

p. 116 �. −3 「(9.12) の決定係数（標本相関係数）は R = 1.000 」　→　「(9.13) の標本相関係数は
R̂ = R = 1.000 」

p. 117 �. −8 「決定係数 Rはやはり 1.000 」　→　「標本相関係数 R̂ = Rはやはり 1.000 」

p. 118 �. −3 「この項を改訂していた日に」　→　「この項を第 2版に向けて改訂していた日に」

p. 119 �. 1 「決定係数（標本相関係数）は R = 0.958 」　→　「標本相関係数は R̂ = R = 0.958 」

p. 119 �. 7 「（紙数の都合で数値は省略するが，新聞報道されたので興味があれば入手は可能である）」

　→　トル

p. 119 �. 9 「決定係数（標本相関係数）R 」　→　「R 」

p. 119 �. 17 「0.95を超える高さの決定係数」　→　「0.95を超える高さの標本相関係数」

p. 120 �. 3 「経由する必要がある」　→　「経由する」

p. 120 �. 6 数式行 「
( n∑

i=1

(xi − x̄n)2
)−2
」　→　「

( n∑
i=1

(xi − x̄n)2
)−1
」

p. 120 �. 9 数式行右辺 「v 」　→　「
v∑n

i=1(xi − x̄n)2
」

p. 120 �. −4 数式行左辺 「i = 1, · · · , n 」　→　「i = 1, · · · , n − 2 」

p. 120 �. −4 数式行右辺積分範囲の 2行目 「i = 1, · · · , n 」　→　「i = 1, · · · , n − 2 」

p. 120 �. −1 数式行最右辺 「(2v) 」　→　「v 」

p. 121 �. 3 数式行左辺 「i = 1, · · · , n 」　→　「i = 1, · · · , n − 2 」



p. 121 �. 3 数式行右辺 「
n∏

i=1

」　→　「
n−2∏
i=1

」

p. 121 �. −13 練習問題 9 問 1 「決定係数が」　→　「決定係数の平方根が」

p. 124 �. −5 定理 28 最後の行 「みたすに θ限り」　→　「みたす θに限り」

p. 125 �. −2 「I(θ0 | θ1) = I(Pθ0 | Pθ1) 」　→　「I(θ1 | θ0) = I(Pθ1 | Pθ0) 」

p. 125 �. −1 「I(θ | θ + h) 」　→　「I(θ + h | θ) 」

p. 126 �. 2–3 数式行 「

I(θ | θ + h) = −h

∫
ḟ(x, θ) dx − 1

2
h2

∫
f̈(x, θ) dx +

1
2
h2

∫
ḟ(x, θ)2

f(x, θ)
dx

− 1
2
h2

∫
(f̈(x, θ + hO(1)) − f̈(x, θ))dx + o(h2).

」　→　「

I(θ + h | θ) = h

∫
ḟ(x, θ) dx +

1
2
h2

∫
f̈(x, θ) dx +

1
2
h2

∫
ḟ(x, θ)2

f(x, θ)
dx + o(h2).

」

p. 126 �. 4 「有界な量を O(1)，」　→　トル

p. 126 �. 5 「，とそれぞれ略記した」　→　「と略記した」

p. 126 �. 8 「右辺第 4, 5項の」　→　「右辺の o(h2)の」

p. 126 �. 11 式 (10.10) 「θ2 」　→　「θ0 」（３カ所とも）

p. 126 �. −6 「∞になるので矛盾はない」　→　「∞になるので情報不等式（定理 29）と矛盾はない」

p. 127 �. 17 「密度をもつとは限らない分布に対して」　→　「一般に，」

p. 127 �. 19 式 (10.14) 「I(Q | P ) =
∫

log
dQ

dP
(x)Q(dx) 」　→　「

I(Q | P ) =
∫

dQ

dP
(x) log

dQ

dP
(x)P (dx) =: Ep[

dQ

dP
log

dQ

dP
] 」

p. 127 �. −8 「H(P ) = −EP [ log
dP

dµ
] 」　→　「H(P ) = −Eµ[

dP

dµ
log

dP

dµ
] 」

p. 127 �. −6 「(2.22)で p =
1

1 + µ
の場合」　→　「(2.22)で p =

1
µ
の場合」」

p. 127 �. −5 数式行 中央 「
∞∑

k=0

」　→　「
∞∑

k=1

」

p. 127 �. −5 数式行 最右辺 「(µ + 1) log(µ + 1) − µ log µ 」　→　「µ log µ − (µ − 1) log(µ − 1) 」

p. 127 �. −2 「log
1

1 + µ
+ (k − 1) log

µ

1 + µ
」　→　「log

1
µ

+ (k − 1) log
µ − 1

µ
」

p. 133 �. 図 34 キャプション 2行目 「宮城県沖地震の発生間隔の表，」　→　「宮城県沖地震の発生間

隔の表の数値を用いた．」

p. 136 �. 10「χ2
A−1([a,∞)) = αでaを求めておく．χ2 =

A∑
a=1

(na − npa)2

npa
≥ a」　→　「χ2

A−1([c,∞)) =

αで cを求めておく．χ2 =
A∑

a=1

(na − npa)2

npa
≥ c 」



p. 138 �. −11 「いずれも」　→　「（4行上の式と見比べると）x̄ �= 0 のときいずれも」

p. 138 �. −10 「知られている」　→　「わかる」

p. 154 �. 7 第 11章本文最後に段落を追加 　→　「その上で，そのような合理的な行動とは逆に，宝く

じなどの賭け事では分散をお金で買う，という指摘も忘れることができない．分散や曖昧さが関わる

とき，自分の行動についても人の行動の研究についても，合理的に解決しない難しさが残る．」

p. 154 �. −12 練習問題 11 問題番号 「1. 」　→　「1. (1) 」

p. 154 �. −4 練習問題 11 問 1の (2)として以下を新規挿入　→　「(2) 次のようなテレビのクイズ番組
がある．三つのドアが舞台に登場し，そのうちの一つだけが当たりで，開けると景品の新車がある．

挑戦者がドアを一つ選んだ後で，司会者が残り二つのうち外れのドアを一つ開ける．挑戦者はドアの

選択を変更できるが，変更したほうが得だろうか．（モンティ・ホール問題）」

索引に以下を追加　→　

\index{もんてぃほーるもんだい@モンティ・ホール問題}

p. 191 脚注 1行目 「確率微分方程式に至るまで，」　→　「確率微分方程式まで，」

p. 191 脚注 2行目 「数学として」　→　「基礎数学として」

p. 191 脚注 3行目 「数学者の最大の会議である国際数学者会議 (ICM)では，数学最高の賞とされる」　
→　「国際数学者連合 (IMU, International Mathematical Union) は 4 年毎に開く国際数学者会議
(ICM, International Congress of Mathematicians)で，」

p. 191 脚注 5行目 「90歳の伊藤清先生」　→　「故伊藤清先生（当時 90歳）」

p. 209 �. 13 第 9章 問 2 「R = 0.618 」　→　「R2 = 0.618 」

p. 211 �. −6 第 11章 問題番号 「1. 」　→　「1. (1) 」

p. 211 �. −3 「事後確率は，P[ FA | B ] =
P[ B | FA ]

P[ B | FA ] + 1
となる．ここで」　→　「事後確率は，p =

P[ B | FA ]とおくと，P[ FA | B ] =
p

p + 1
となる．ここで FA, FB, FCが排反で FA∪FB∪FC = Ω

であることと，」

p. 211 �. −1 「しかし，P[ B | FA ]，」　→　「しかし，p，」

p. 212 �. 3 「たとえば，P[ B | FA ] = 1，」　→　「たとえば，p = 1，」

p. 212 �. 5 「P[ B | FA ] = 1/2，」　→　「p = 1/2，」

p. 212 �. 11 問 1の (2)として以下の段落を新規挿入　→　「(2) 挑戦者が最初に選んだドアを a，司会
者が開けて見せた外れのドアを b，もう一つを cとおいて，FA, FB, FCをそれぞれ，ドア a,b,cが当
たりの事象とおき，B を司会者がドア bを開けてみせる事象とすれば，(1)と同じ計算になって，挑
戦者がドアの選択を変更しないで当たる確率は P[ FA | B ] =

p

p + 1
である．同様にドア Cに変更し

たとき当たる確率は P[ FC | B ] =
1

p + 1
となる．（ドア Bの可能性がないので，両者を合計すると 1

になる．）0 ≤ p ≤ 1なので，挑戦者はドアの選択を変更したほうが得である．

問 1 (1) と同様に考えると，pは挑戦者が最初に当たりのドアを選んだ場合に司会者が残った二つの

どちらのドアを開けるかについての癖を表す．p = 1/2のときランダムであり，p = 1のとき開ける
ドアを決めている（そのことを挑戦者が知っている）．プレーヤーのポジション（利害関係）に変更

がない囚人の処刑問題では，看守がよぶんな情報を与えずに Bと Cのうちランダムに処刑される人
を言えば (p = 1/2) プレーヤーの情報が増えず確率が改善しないが，返事に癖があれば確率が変わる，



と結論を読んだ．モンティ・ホール問題では，同じ計算結果を，司会者が外れのドアを見せることで

「消えた確率」1/3が，p = 1/2のときは（ドア aの確率が変わらないので）全て bに割り振られて挑
戦者はポジションを変更したほうが有利になるが，司会者に極端な癖 (p = 1)があると aと bに均等
に割り振られる，と読むことになる．」

pp.215–218 参考文献を更新する．以下を参照．
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